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開腹手箭を体験した人は，それが車重切除のような小
手術であっても， r排ガスjのある迄は経口摂取が許さ
れなかったことを記寵していると思います。あらゆる手
術一ーとくに開張手街-ーの後は腸の嬬動が停止し，一
定時間後に腸蟻動が毘復するが臨床では「排ガスJをそ
の signとしている。この術後の腸嬢動の喪失は一種の
賜需塞であ孔外科では「蘇症性イレウスj と定義して
いる。欝後の蘇産性イレウスの原因は， (1)腸管が大気 
iこ触れる， (2)それによる腸管葉膜の乾燥， (3)腸管・
湯開膜の牽引， (4)術後の腹腔内炎症， と言われている
が全てを納得させえない。 
1966年 Brownら。は Mann-Bollman凄を作った犬
の十二指揚に trisbu宜er(p託 9.0)を注入したところ，
その 1-3分後に交感神経と副交感神経を遮断した胃に
著明主収縮の現れることを観察し，その作清機序として
十二指腸粘膜からの爆動抑制物質の放出の抑制か，主需動
促進物賓の放出かのいずれかを想定した。その後その原
国が後者であ予，胃i反絡を起す物質の存在を確認してこ
れを単離し，雪の“訟otoractivity "を剰襲業する po・ 
lypeptide-hormoneー と言う理由で“ motilin"と名
付けた2) 0 motilinはその構造式も決定され22留のアミ
ノ酸より帯成されて2698の分子量を持ちS九 十二指腸と
空腸の ent erochroma盟主1cellに存在しており，十二指
揚と空揚の motilin含量は 44:10と言われている。そ
の後の検討により， (1)空襲持に motilinを投与すると
胃十二詣揚に始まる蟻動波を惹起すると共に噴門括約筋
を収縮させる。 (2)acetylcholine による藷動を強化す
る (motilinは acetylcholineの50信の作用を有する)， 
(3) in vitroにおいて胃と小腸の平滑筋に収縮を起す， 
(4) ヒトの場合は犬と異なヲ十二指腸内の acidi五cation
により motilinを遊出する ことが判り， motilinは3
上部滑化管の聾動を寄!)，平静筋に産接作用すると考え
られた。
このように motilinは空腹持の胃と小腸の蟻動運動
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を支記しているにもかかわらず，沼化器疾患時における
研究は誌とんど為されていない。命名され構造式が決定
されてから 8-10年しか経っていず， RIAにより血中
濃度が挺定可能になったのが 5年誌であるためと思われ
る。
空襲時にお吟る健常人と良性疾患患者の motil訟の血
中濃度詰「パラツキj が大きくい人 これは詞一個体に
おいても認められたので日内変動が大きいことが判っ
た。そこで， 空襲時に1.5-2時間に亘って経時的に鞠
定したところ，健常人・浩イ七器疾患症例共に80分前後の
周期をもって増減を繰返している。また，手指前と手術
後排ガス迄の期間，術後 7，10日，退読持に車中 moti-
linを経時的に測定した5，6)。対象疾患は，沼化性潰蕩，
胃癌，大腸癌，胆石症，捧癌，穿干し性蔑摸炎である。す
べての症例に共通する点は，終万より 12時間以内位迄は
経時的に測定しても血申 motilinの peakは出現しな
い。これは罪腹と言う侵襲と全身麻酔とその擦に使足す
る筋弛緩剤の所為かと思われる。さらに術後第2病日
早朝迄は術後12時開以内と類訟の patternである。衛
式により遅速はあるが，次いで第2病自の夜より第3病
日の早朝にかけて， 街前の血中最大濃度の 80-150弘の
高笹が出現すると同時に basallevelも50-75%高く
なる。この時点においての腹部所見は，グル音の異常完
進(持として聴診でなくても聞かれる〉であり，自覚的
に辻襲痛を訴え時として犠気・堪吐を見るが?この 2-
3時開後に「排ガス」を見3 さらに「排便jをすること
が多い。排ガス後の motilinlevelは祷前笹へと草野減す
る。 このように排ガス前後に motilinは急増するがS 
motilinは小腸にのみ畿き，大腸運動の体液性調節は 
gastrin，cholecystokininなどが関係している。一方，
排便はふ援の蟻動とは異なり内反射，外反射の飽iこ槌意
運動も加わる複雑なものであるので， motilinの増加と
排ガスが亘接関係を有さないのは当然であるが，恐らく 
motilinの上昇によ雪上部小腸よ歩廼富部に迄送ちれ 
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